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ありがとう 
本書が完成したのは、幼い頃から祖父フラ
ンティシェク・フレイセムノウ（ザレーシュ

ナ出身）と母方の二人の叔父から聞いた言葉
と経験があればこそです。祖父はアントニー
ン・バタおよびトマーシュ・バタの元で働き、

叔父たちはバタ社員学校の卒業生でした。ズ
リーンで夏休みを過ごすたび、私は彼らのバ
タにまつわる語りには聞き入っていました。
彼らの体験、記憶、そして培われた価値観
は、経営や人生の指針、そして自分自身の在
り方について考える上で、かけがえのないイ
ンスピレーションの源となりました。 

祖父へ。あなたの生き様を通じて、誠実な
仕事、会社への献身、そして風通しが良く相
互に支え合う職場環境が、一人の人間とその
人生にどれほど深い影響を与えるかを学びま
した。あなたの背中は、確固たる人格、誠実
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さ、謙虚さ、そしてチームワークの大切さを
私に教えてくれました。それらの価値は、現
代においても決して色あせることのない普遍
的なものです。 

母方の叔父たちへ。バタ社員学校で学ばれ
た「規律」「創造性」、そして「絶え間なく
改善し続ける勇気」を私に受け継がせてくだ
さり、心より感謝いたします。バタの哲学が
単なる仕事人としてだけでなく、一人の人間
としてあなたたちをどのように育んだかとい
うお話は、私自身も常に前へ進み続ける原動
力となりました。 

したがって本書は、アントニーンとトマー
シュのバタ兄弟の思想を伝えるものであると
同時に、私の目を開き、「経営とは単なる利
益追求ではなく、人、価値観、そして意義あ
る仕事そのものにある」と気づかせてくだ
さった皆様への、感謝の記録でもあります。 
心からの感謝を込めて、Pavel Hrejsemnou 
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はじめに 
経営も人生も、無数の機会と試練、そして
乗り越えるべき壁に満ちた、絶え間ない学び
の旅です。この歩みにおいて、私たちは先人
たちの知恵に大きな指針を見出すことができ
ます。アントニーン・バタとトマーシュ・バ

タ兄弟もまた、そうした偉大な思想家であり
実践者でした。彼らの経営哲学と事業への取
り組み方は、チェコの産業界にとどまらず、
世界中に消えることのない足跡を残しまし
た。 

本書は、バタ兄弟が遺した思想を現代の文
脈に位置づけ、その実践的な価値を改めて紐
解くことを目的としています。続く各章で
は、財務への責任、透明性の高いコミュニ
ケーション、国際的な成長、個人の哲学、そ
して仕事と人生の調和など、バタ兄弟が重視
した経営と人生の重要な柱を一つずつ取り上
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げます。これらの原則は時代を超えても色あ
せることなく、変化の激しい現代においても
なお、強力な羅針盤となり得るものです。 

グローバル化、技術革新、そして加速する
市場の変化に伴い、現代の経営者は往々にし
て圧倒されかねない課題に直面します。しか
し、バタ兄弟の言葉が示すように、真の成功
は速度や短期的な利益だけで測られるもので
はありません。それは、揺るぎない価値観、
継続的な学びと適応力、そして何より、忍耐
と長期的なビジョンを育む歩みそのものなの
です。 

本書の各章は、経営者をはじめ、人生にお
いて前へ進もうとするすべての方々にインス
ピレーションを与えることを目指していま
す。バタの知恵を現代のビジネス環境にどう
活かすかという実践的な指針を示すととも
に、「成功とは何か」「どのようにしてそれ
を手にするか」「その過程で何に気づくべき
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か」という本質的な問いへの深い考察も提供
します。 

起業したばかりの方にも、長年にわたり経
営の最前線に立つ方にも、本書が長期的な成
長へと導く貴重な洞察と気づきをもたらすこ
とを確信しています。それは事業の成長にと
どまらず、一人の人間としての歩みにも通じ
るものです。トマーシュ・バタがかつて語っ

たように、「成功とは目的地ではなく、歩み
続ける旅そのものです」。 

本書が、読者の皆様の新たな気づきと、実
り多き経営・人生の旅の良き伴侶となります

よう心より願っております。 
Pavel Hrejsemnou 
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1～10 経営とリーダー

シップ 
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第1章 企業の成功は、
そこで働く全員の成功

である 
「企業の成功は、社員一人ひとりの成功で
ある」という理念は、トマーシュ・バタとア

ントニーン・バタの時代においても、新たな

課題に直面する現代ビジネスにおいても、極
めて深い意味を持っています。バタ兄弟は、
組織内のあらゆる個人を重視する画期的な経
営アプローチで知られていました。今日、こ
のアプローチは、責任の共有と組織全体の成
功を基盤とした現代的な考え方として再評価
されています。それは従業員のエンゲージメ
ント向上、強固な企業文化の醸成、そして持
続可能な経営の基盤となるものです。 
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● バタの「人を活かす経営」の核心
原則 

トマーシュ・バタは、企業とは単なる機械

や資金の集まりではなく、そこで働く「人」
そのものであると確信していました。彼のビ
ジョンは、現場で働く従業員から経営トップ
に至るまで、全員が組織全体の成功において
自身の役割を理解すべきだという考えに表れ
ています。共通の目標と責任の共有は、社員
と企業の間に強固な絆を築き、生産性の向
上、高い満足度、そして長期的なロイヤル
ティへとつながりました。 

協働とチームワークの重要性がさらに高ま
る現代において、このアプローチは不可欠で
す。社員一人ひとりの成功を組織全体の成功
と結びつける企業は、より強固な信頼関係を
構築し、イノベーションを促進し、優れた業
績を上げることができるのです。 
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● 共有される成功：従業員のモチ
ベーションとエンゲージメント 

現代の職場において、従業員のモチベー
ションが企業の長期的成功の鍵であることは
明白です。バタの哲学は、社員が仕事に満足
し、そこに意義を見出せる時、企業全体の成
功により大きく貢献できるというものでし
た。この考え方は、金銭的報酬だけでなく、
個人の成長、やりがい、企業文化によって動
機付けられた社員ほど、生産性が高くロイヤ
ルティも高いことを示す行動科学の研究に
よっても裏付けられています。 

現代企業にとって重要なのは、良好な労働
環境と公平な報酬を提供するだけでなく、教
育やキャリア開発の機会に投資し、社員自身
が「企業の成功に不可欠な存在である」と実
感できる環境を育むことです。これには以下
の要素が含まれます： 
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・個人の成長とキャリア開発：研修、メン
ター制度、専門性向上の機会提供 
・意思決定への参画：社員が意思決定プロ
セスに参加し、自身の業務成果をリアルタイ
ムで確認できる仕組みづくり 
・企業文化：全社員の努力と貢献を認め、
価値あるものとして称える、透明性が高く支
援的な文化の構築 

● 責任の共有とチームスピリット 

バタ企業が成功を収めた柱の一つは、「企
業の成功に対する責任は経営陣だけではな
く、全従業員が担うもの」という信念でし
た。トマーシュ・バタは、利益還元プログラ

ムなど、責任を共有するさまざまな制度を導
入し、社員が成果向上と業務効率化に直接的
な動機付けを得られるようにしました。これ
により、社員は自身の成功が企業全体の成功
と直結していることを理解したのです。 
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このアプローチは、成果連動型報酬制度
（利益配分やストックオプションなど）を通
じて、より高いパフォーマンスを促す形で現
代にも実装できます。もう一つの重要な領域
は、部門を超えた協働です。共有された成功
は、社員が共通の目標に向かって協力し、互
いを支援し合う姿に現れます。 

現代の文脈では、これはアジャイル手法を
通じて実現されることが多くあります。小規
模なチームが協働してプロジェクトに取り組
み、その成果に対する責任を共有すること
で、社員はより強い当事者意識（オーナー
シップ）を持ち、企業全体の成功へ貢献しよ
うとする姿勢を強めるのです。 

● リーダーは模範であり、企業文化
の創造者である 

バタ哲学のもう一つの重要点は、「リー
ダーは率先垂範しなければならない」という
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信念です。トマーシュ・バタは、リーダーの

成功は個人の業績だけでなく、チームを鼓舞
し導く能力によって測られることを理解し、
従業員と肩を並べて働く姿勢で知られていま
した。 

現代において、この原則はかつてないほど
重要です。現代のリーダーは単なる管理者で
はなく、他者を鼓舞し、一人ひとりの社員が
活躍できる環境を創出するコーチ兼メンター
です。リーダーシップは透明性が高く、共感
的であり、チームの成長に焦点を当てたもの
でなければなりません。優れたリーダーは、
社員が生産的であるだけでなく、満足感とモ
チベーションを持ち、共通の目標達成に向け
て邁進できる条件を整えることに努めます。 
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● 現代におけるテクノロジーと透明
性 

技術革新により、企業の成功と社員の成功
をこれまで以上に密接に結びつけることが可
能になりました。パフォーマンス追跡ツール
やプロジェクト管理システムは、社員自身の
仕事がどのように企業の全体目標に貢献して
いるかを可視化します。成果の透明性と成功
体験の組織内共有は、責任の共有意識を育
み、モチベーションを向上させます。 

また、現代のテクノロジーはリモート協働
の環境を大幅に改善し、物理的な場所に関係
なく、離れた場所にいる社員も効果的に協力
し、チームの一員として帰属意識を持てるよ
うにします。この柔軟性は、グローバル化し
変化の激しい現代の労働環境において、特に
重要となっています。 
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● 結びにかえて 

トマーシュとアントニーンのバタ兄弟は、
企業の成功を全従業員の参画と関与に支えら
れた「集合的な努力」として描きました。こ
の考え方は現代においても色あせることな
く、持続可能な経営を実現する鍵であり続け
ています。人材育成に投資し、共有された成
功を目標とする環境を創り出す企業こそが、
長期的な繁栄を手にするのです。 

現代のビジネス成功は、利益の最大化だけ
でなく、共通の目的に向かって協力する強固
で革新的、そして結束力の高いチームを構築
する能力にかかっています。このアプローチ
は安定と成長を保証するだけでなく、従業員
と顧客の満足度を高め、揺るぎない成功の基
盤を築くのです。 
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第2章 企業の強さは、
そこで働く人の強さで

決まる 

アントニーン・バタとトマーシュ・バタが

提唱した「企業の強さは、そこで働く人の強
さで決まる」という考え方は、彼らの経営哲
学の根幹をなす柱です。バタ兄弟は、真の強
さと成功は組織図や資金、技術から生まれる
のではなく、何よりもそこで働く人々の質と
能力に依拠すると理解していました。この考
え方は、変化が激しくグローバル化した現代
のビジネス環境において、かつてないほど重
要な意味を持っています。企業の成功がイノ
ベーション、適応力、そして従業員のエン
ゲージメントに大きく左右される今、この哲
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学はまさに現代の経営指針そのものと言えま
す。 

● 人材こそが企業の最大の資産 

トマーシュ・バタは、従業員を何よりも重

要な資産と位置づけました。この姿勢は、教
育、個人の成長、そして良好な労働環境の整
備を最優先した彼のリーダーシップと経営ス
タイルに如実に表れています。その核心原則
は明快です。「社員がスキルを磨き、企業に
忠誠を誓い、モチベーションを高めていれ
ば、企業全体は必然的に繁栄する」というも
のです。 

現代において、人的資本への注目はかつて
ないほど高まっています。Google、Apple、
Microsoftといったグローバル企業の実績が
示すように、成功の源泉は製品や技術だけで
はなく、それらのイノベーションを牽引する
「人」そのものにあります。才能に恵まれ、
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意欲高く、創造性豊かな人材こそが成功の原
動力であり、現代企業にとって人材開発は戦
略的な最優先課題となっています。 

● 教育と個人成長への投資 

バタ兄弟は、社員教育のパイオニアでし
た。彼らが設立した「バタ社員学校」では、
専門知識の習得はもちろん、人格形成、責任
感、そして起業家精神の育成が重視されまし
た。このアプローチにより、強固な忠誠心と
高い専門性を備えた人材が育成され、彼らは
企業の成功に積極的に貢献する原動力となり
ました。 

現代のビジネスにおいて、社員研修と人材
開発は成功の不可欠な要素です。技術の進歩
と市場のダイナミックな変化は、社員にスキ
ルの継続的な向上と新たな課題への適応力を
求めています。トレーニング、メンター制
度、教育プログラム、キャリア開発に投資す
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る企業は、競争優位性を維持し、優秀な人材
を惹きつける上で有利な立場に立ちます。 

現代の「生涯学習」のアプローチは、多く
の点でバタ哲学の継承と言えます。成長の機
会を与えられた社員は、より高いエンゲージ
メントとモチベーションを示します。人的資
本への投資は、イノベーション創出、業務プ
ロセスの改善、そして強固な企業文化の醸成
という形で確実に還元されるのです。 

● 強固な企業文化とチームの集合知 

バタ兄弟は、協働の力とチームスピリット
を強く信じていました。「優秀な個人が優秀
なチームを創り、優秀なチームが強い企業を
築く」。トマーシュ・バタは、社員に帰属意

識と成果に対する共有責任を植え付けること
で知られていました。このアプローチによ
り、あたかも共同体のような風土が育まれ、
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各社員が自身の重要性を自覚し、企業の成功
に貢献する姿勢が自然と培われました。 

現代において、企業文化は成功を左右する
主要なドライバーの一つです。ポジティブで
結束力の強い文化を構築できた組織は、従業
員のロイヤルティ向上、離職率の低下、そし
て業績の改善を実現します。Zapposや
Patagoniaといった企業は、チームワーク、
相互尊重、オープンなコミュニケーション、
共有価値を重視する文化経営で高く評価され
ています。 

健全な企業文化は、長期的な成長と成功の
土台です。支援されていると実感し、仕事に
意義を見出せる社員は、より高いエンゲージ
メントを示し、プロセス改善やイノベーショ
ン推進に積極的に貢献します。 
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● 現代のリーダーシップ：模範を示
し、人材を育む存在 

バタの人材経営哲学において、「リーダー
の率先垂範」は極めて重視されました。ト
マーシュ・バタは、リーダーは業務遂行にお

ける姿勢だけでなく、誠実さ、責任感、共感
性といった価値観においても手本を示すべき
だと信じていました。この「言行一致・率先

垂範」の原則は、現代においてこそ重要性を
増しています。今のリーダーには、単なる管
理職ではなく、チームを鼓舞し支援するメン
ター兼コーチの役割が求められているからで
す。 

現代の変革型リーダーシップは、強力で意
欲的なチームの構築に焦点を当てています。
リーダーは傾聴の姿勢を持ち、個人の成長を
支援し、社員を次のステージへ押し上げる
フィードバックを提供できる必要がありま
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す。自ら模範を示すリーダーは、信頼と支援
に満ち、共通の目標達成に向けて社員が自然
と結束する環境を創出します。 

● テクノロジーが活かす「人の力」 

技術が進歩した現代、企業は個人やチーム
の能力を最大化するツールをより多く活用で
きるようになりました。デジタル技術やリ
モート協働ツールは、オフィス勤務かリモー
トかを問わず、社員の業務効率と生産性を大
幅に向上させます。 

デジタルスキルへの投資と最新テクノロ
ジーへのアクセス提供を行う企業は、個人と
チームが成長し、より良い成果を上げられる
環境を構築します。これにより、バタの伝統
的な価値観は、人的資本を強化する現代の
ツールや手法と見事に融合するのです。 
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自動化やAIは現在、業務効率化の新たな可
能性を提供し、社員を創造的・戦略的な業務

へとシフトさせる機会となっています。しか
し、バタの時代と同様に、テクノロジーは
「人を代替するもの」ではなく、「人の能力
を拡張・強化するツール」として活用される

べきです。価値を創造し、イノベーションを
牽引するのは、あくまで「人」であるという
本質は、決して変わることはありません。 

● 社員は最高の「企業アンバサ
ダー」 

企業内の強い人材とは、単に内部業務を遂
行する者だけではありません。企業を外部に
代表し、伝える存在でもあります。バタ兄弟
は、満足度が高くモチベーションのある社員
こそが、最高のブランドアンバサダーになる
と理解していました。社員が企業の価値観や
ミッションを心から信じるとき、そのエネル
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ギーは顧客、パートナー、そして社会全体へ
と自然に波及していきます。 

SNSやオンライン環境の影響力が拡大する
現代、企業評価（レピュテーション）はかつ
てないほど重要視されています。ポジティブ
な経験を共有する満足度の高い社員は、強固
なブランド構築に貢献し、優秀な人材や新規
顧客の獲得にも大きく寄与します。 

● 結びにかえて 

「企業の強さは、そこで働く人の強さで決
まる」というバタの思想は時代を超えて不変
であり、現代経営の基盤であり続けていま
す。強い人とは、モチベーションが高く、教
育を受け、エンゲージメントに富み、個人お
よび専門職としての成長機会を与えられてい
る人のことです。社員への投資は単なる倫理
的課題ではなく、企業の長期的成功に向けた
戦略的投資そのものです。 
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この哲学を受け入れる現代企業は、より高
い業績、顧客満足度の向上、そして市場にお
ける安定性を期待できます。企業の成功は社
員の強さの鏡であり、強い人材が強い企業を
創り、現代の課題に立ち向かう準備を整える
のです。 
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第3章 企業の最大の資
産は、そこで働く人々

である 

「企業が誇る最大の資産は、そこで働く
人々である」。アントニーンとトマーシュの
バタ兄弟が提唱したこの思想は、彼らの経営
哲学を支える中核原則の一つです。この概念
によれば、あらゆる企業の成功は、そこで働
く人材によって築かれます。産業革命期には
画期的だったこの考え方は、デジタル経済と
技術革新が加速する現代において、かつてな
いほど現実的な重みを持っています。バタ兄
弟は、教育を受け、意欲に燃え、責任感を持
つ人材こそが強固な企業の基盤であると確信
しており、その姿勢は現在も世界中のビジネ
スにインスピレーションを与え続けていま
す。 
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労働市場が絶えず変化し、従業員が単なる
コストではなく「戦略的リソース」として位
置づけられる現代において、この哲学は人材
マネジメントの揺るぎない基盤となります。
人材はもはや利益を生み出す手段ではなく、
企業の競争力、イノベーション創出、そして
長期的な持続可能性を決定づける最重要ファ
クターなのです。 

● 人材こそが企業の最重要資産 

トマーシュ・バタは、機械やインフラより

も「人的資本」の価値を優先した先駆的な経
営者でした。この姿勢は、適切に動機付けら
れ、教育を受けた人材こそが企業の長期的成
功に最も大きく貢献するという確信に基づい
ています。今日、この概念は人事管理の標準
となり、タレントマネジメントや従業員エク
スペリエンスといった現代アプローチの基盤
を形成しています。 
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社員のスキル向上とウェルビーイングに投
資する企業は、より高い生産性と優れた業績
を達成できます。現代の社員は単なる労働力
ではなく、イノベーションの原動力、企業文
化の創造者、そして新たなアイデアやフィー
ドバック、解決策をもたらす主役です。 

● 教育と個人成長への継続的投資 

「バタ社員学校」は、バタ兄弟が人材投資
をいかに重視していたかを示す最も顕著な例
です。彼らは、企業が強く競争力を持ち続け
るためには、社員が技術的スキルだけでな
く、人格的成長と自己開発の能力を備える必
要があると理解していました。社員学校は、
専門技能の習得に加え、個人の成長と強い責
任感を育む場として機能しました。 

新技術とグローバルな潮流が絶えず新たな
課題をもたらす現代において、社員教育への
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投資は成功の鍵です。生涯学習（リスキリン
グ）は現在、多くの先進企業で標準化されて
います。社員の個人成長を支援し、研修や
キャリア開発の機会を提供する組織は、優秀
な人材の採用だけでなく、定着率の向上にお
いても優位に立てます。 

現代企業は、教育プログラム、メンター制
度、コーチング、キャリアパスの設計を通じ
て、バタ兄弟の足跡を追うことができます。
自らの成長に企業が投資していると実感する
社員は、より高いロイヤルティ、エンゲージ
メント、生産性を示します。このアプローチ
は業績向上だけでなく、労働市場における企
業の魅力そのものを高めます。 

● 従業員エクスペリエンスと企業文
化 

バタ兄弟は、社員が働く環境がパフォーマ
ンスと満足度に直結することをよく理解して
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いました。トマーシュ・バタは先進的な労働

環境を整備し、社員間の社会的結束を強めま
した。そこには良好な労働条件に加え、健
康、教育、そして社員の私生活への配慮が含
まれていました。 

現代では、この姿勢は企業文化と従業員エ
クスペリエンス（働く体験）の概念に引き継
がれています。Google、Zappos、Netflixな
どの企業は、社員が支援されていると実感
し、成長機会を得られるポジティブな職場環
境の構築に投資する好例です。強固な企業文
化は、協働、イノベーション、モチベーショ
ンを促進します。自分が大きな一部であると
感じ、尊重されている社員は、会社の成功の
ために一歩踏み出した貢献を厭いません。 

現代企業は、協働、透明性、意義ある仕事
を支援する環境を創出することで、このアプ
ローチを実践すべきです。従業員エクスペリ
エンスは、現在では給与や福利厚生だけでな
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く、仕事が社員にもたらす「目的意識」と「価
値」によっても測定されます。社員のニーズ
に焦点を当てる企業は、労働市場で競争優位
性を獲得し、より良い成果を達成できます。 

● 動機付けと成功の共有 

バタ兄弟は、社員を金銭面だけでなく、成
長と自己実現の機会を提供することでも支援
しました。彼らは、社員がより良い結果を出
し、個人として責任を持つよう動機付ける仕
組みを構築しました。利益配分の機会が与え
られることで、社員は企業の成功への関心を
高め、個人と組織の絆が強化されました。 

今日、このアプローチは現代企業が導入す
る報酬制度や成功共有プログラムに反映され
ています。利益還元や自社株付与の機会を持
つ社員は、企業の長期的成長に貢献しようと
する強いモチベーションを抱きます。こうし
たプログラムは社員のロイヤルティとエン
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ゲージメントを育むと同時に、企業が戦略目
標を達成するのを後押しします。 

バタのアプローチに倣いたい企業は、社員
の成功と企業の成功をリンクさせる仕組みを
構築すべきです。これには、透明性の高い業
績評価、そして社員の努力が正当に評価さ
れ、企業の成長に直接結びついていると実感
させる報酬・表彰制度が含まれます。 

● テクノロジーによる働く環境の最
適化 

現在、人材のマネジメントと開発をより精
緻に行うためのテクノロジーが普及していま
す。AI、ビッグデータ、ワークスタイルの個
別最適化ツールは、企業が社員のニーズや選
好を深く理解し、個々の状況に合わせた労働
条件や機会を提供することを可能にします。 
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企業はテクノロジーを活用して社員のウェ
ルビーイングを向上させ、柔軟な労働条件を
整え、ワークライフバランスを強化できま
す。労働時間や働き方を自身で調整できる柔
軟性を持つ社員は、ストレスが軽減され、よ
り高い生産性を発揮します。この現代的アプ
ローチは、バタ兄弟の「人間中心」の視点
と、働く体験と総合的なパフォーマンスを向
上させるテクノロジーの利点を見事に融合さ
せます。 

● 社員は最高の企業アンバサダー 

満足度が高く、意欲的な社員は、自然とブ
ランドのアンバサダーとなります。バタ兄弟
は、社員が企業のミッションや価値観を信じ
るとき、その情熱は顧客や社会全体へと波及
することを知っていました。特にSNSが企業
評価に大きな影響力を持つ現代において、こ
の原則はかつてないほど重要になっていま
す。 
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現代企業は、社員が内外で誇りを持ってブ
ランドを代表できる文化を育むべきです。こ
のアプローチは企業アイデンティティを強化
し、社会、顧客、ビジネスパートナーとのよ
り良好な関係構築につながります。 

● 結びにかえて 

「企業の最大の資産は、そこで働く人々で
ある」というバタの哲学は、現代においても
強く息づいています。人は依然として、企業
の成功と失敗を分ける最重要ファクターで
す。人的資本を認識し、その開発に投資する
組織こそが、競争力を維持し、長期的な成長
を達成できるのです。 

現代企業は、社員の価値観、テクノロ
ジー、企業文化を整合させる現代の戦略を実
装し、人が成長し、開発され、企業の成功に
貢献できる環境を創出する必要があります。 
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第4章 リーダーは率先
垂範を示す 

アントニーンとトマーシュのバタ兄弟が掲
げた「リーダーは率先垂範を示さなければな
らない」という理念は、彼らの経営哲学を支
える中核原則の一つです。この概念に基づけ
ば、管理職であれ経営者であれ、リーダーは
単なる業務遂行の姿勢だけでなく、自身が体
現する価値観においても従業員の模範となる
べきです。このアプローチは、組織と個人双
方の成功に対するリーダーの個人的責任を明
確にし、現代のリーダーシップ論や企業文化
においても不可欠な基盤であり続けていま
す。 

現代のビジネス環境において、この思想は
かつてないほど重要な意味を持っています。
グローバルな変化の加速、技術革新の目覚ま
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しい進歩、そして「信頼でき、真正で、鼓舞
するリーダー」を求める従業員の意識の高ま
りは、この原則の普遍性を改めて証明してい
ます。 

以下では、バタのこの原則を現代の経営現
場でどのように具現化できるか、その実践ポ
イントを整理します。 

● 真正性（オーセンティシティ）に
基づくリーダーシップ 

バタ兄弟は、リーダーは「言葉と行動が一
致している」真正な存在でなければならない
と信じていました。現代において、真正性は
最も求められるリーダーシップ資質の一つで
あり、この原則の重みはさらに増していま
す。真正なリーダーは、オープンで透明性が
高く、一貫した価値観に基づいて行動するた
め、従業員との間に強固な信頼関係を構築で
きます。 
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現代のリーダーは、過ちを認める勇気を持
ち、人間味のある姿を見せ、権威ではなく信
頼を通じてチームを導く姿勢が求められま
す。そのためには、直接的なコミュニケー
ション、オープンなフィードバック、そして
継続的な改善へのコミットメントが不可欠で
す。リーダーが従業員に誠実さを求めるな
ら、まず自らそれを体現しなければなりませ
ん。勤勉さや革新的な思考を期待するなら、
リーダー自身がその模範となるべきです。 

● 実践としての率先垂範 

バタの「率先垂範」という概念はシンプル
でありながら根本的なものでした。「リー
ダーは、自分がやりたくないことを従業員に
求めてはならない」。このアプローチは、市
場の急激な変化と労働力への要求が高まる現
代において、特に重要です。率先垂範を示す
とは、責任を引き受ける覚悟を持ち、不確実
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Vážení čtenáři, právě jste dočetli ukázku z knihy  100. 

Pokud se Vám ukázka líbila, na našem webu si můžete zakoupit celou knihu. 


